
1 これまでのおさらい(説明・質疑応答)
事務局より、ワークショップの第1回から第3回までのおさら
いと、計画素案、中間報告の内容とアンケート調査の結
果を報告しました。

中間報告では、2案の計画素案についてアンケート調査を
行い、票数はほぼ同数という結果でした。そこで、公園の
将来像を見据えた客観的な評価ができるよう、評価項目
(重要であること、大切なこと、避けたい内容など) を洗いだ
しました。
次回は、これらの評価項目を用いて計画案を評価します。

２ 評価項目を洗いだそう(作業・意見交換)

ふれあいWORKSHOP通信
境南ふれあい広場公園 No.４

計画案を形にしてみよう
計画素案の精査/評価項目の検討第4回
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むさしの
環境フェスタ
日時：11月17日(日）
■Ａ案：79票
■Ｂ案：77票

②展示パネルによる中間報告とアンケート結果

説明
１ これまでのおさらい

①「たたき台」から「計画素案」へ

どちらも僅差で甲乙つけがたい結果でした。

検討のポイント
〇「広場」は中央にある方が良い
→広々とひらけたオープンスペースを中央に設ける
〇「賑わい（滞留、観覧、飲食など）」の場を確保する
→イベント等の施設の配置、バリアフリーで安心に利用で
きるよう考慮する

〇子どもが自由に遊べること
→暑熱対策や安全性への配慮
〇木陰を作る樹木や、緑地があった方が良い
→緑陰による休息の場等、緑の効果が得られる場をつくる
〇プレイス利用への配慮
→土埃や泥汚れ等で館内を汚さないよう配慮する

たたき台 計画素案

武蔵野プレイス
おはなし会
日時：11月22日(金）
■Ａ案：3票
■Ｂ案：4票

■Ａ案

■Ｂ案

■Ａ案

■Ｂ案

第2回・第3回のW.Sでの話し合いから、計画案をま
とめるための検討のポイントが見えてきました。



本ワークショップは、平成23年７月の供用開始から13年が経過した「境南ふれあい広場公園」について、そのあるべき姿を改めて検討し、
駅前の公共空間に良好な環境を創出することを目的とする、市民・利用者及び関係団体の参画による取り組みです。
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今後のスケジュール

①
広
場

• ユニバーサルデザインとなっている
• バリアフリーの設えとなっている
• 心地よく、一息つきたくなるような雰
囲気である

• 防犯に対して配慮がされている
• 誰もが利用しやすい広場である
• 「使われる」広場である

グループワークでの意見の整理

次回はこちら！

計画素案 ー検討のポイントをプランに落とし込んだイメージスケッチー説明
２

Ａ案

ワークショップの中間報告として取りまとめた、A案・B案２つの計画素案についてプランの説明がありました。

結果
今回は、計画素案の検討を深めながら、プランの比較検討に用いる評価項目となる要素を洗い出しました。

Ｂ案

重要であること 大切なこと 避けたい内容
• 車椅子やベビーカー、杖、手押し車、どのような
利用者に対しても利用しやすい設えである

• 柔らかく歩きやすい地面であるか
• 広場を利用する人と、通過する人の動線の棲
み分けができている

• 園庭などの利用にも活用できる設えとなっている
• 安全安心、セキュリティーの高い広場である

• 雨降りの後にぬかるみやすい土などはユニ
バーサルデザインの観点からも望ましくない

• 段差、柵などの障害物がある
• トイレの影など、死角になる場所が多い
• メンテナンス時に立ち入れない場所がある
• 整備やメンテナンスに多大な費用や時間
が掛かる

②
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④
緑

• 公園中央部は何もない開けた空間
• 地域の魅力をより高めることに繋がっ
ている

• 広場や駅前のあり方に沿っている
• 人を寄せ付ける工夫がある

• 子どもが楽しく遊ぶことができる
• 子どもが安全に遊ぶことができる
• いつでも遊べる公園である
• 親子で楽しめる公園である

• 適切な維持管理が行われている
• 緑の効果がある
• 癒しの空間である

⑤
プ
レ

イ
ス

• 広場とプレイスが一体となった駅側か
らの眺めが確保されている

• プレイスらしさが考慮されている
• 地域住民の誇りとなっているか

• 段差があったり、転びやすい地面がある
• 想定外の危険に対応していない
• 維持管理コストが高額である
• 子どもを見守れる設えがない

• 立ち入れない場所がある
• 周囲のビル群や繁華街の喧騒を感じてし
まう

• 植栽が繁茂し公園内の見通しが悪い

• プレイスと公園の維持管路水準が統一さ
れていない

• プレイスを汚してしまう

• 裸足で走り回れる、広い空間が地面があるか
• 転んでも怪我をしにくい柔らかい地面であるか
• 熱くない、寒くないなど心地よい温熱環境が確
保できている

• 大人がリラックスしておしゃべりできるような設えが
ある

• 四季折々の景色を楽しむことができる
• 樹木の植え方や維持管理は利用者にとって安
心安全な状態か

• 中央部の広場も、外周部も含めて緑が豊かで
木陰ができるなど夏の暑熱対策が十分である

• 木陰で本を読むことができるようなほっとした空
間となっている

• プレイスの魅力が活かせる植栽配置となっている
• デザインコンセプトに沿っている
• 公園の施設はプレイスの建物デザインに似合う
ものである
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